
り、人員、予算については現状維持とする。

→

今後も、土地利用の現況及び動向を注視して、柔軟かつ適切に都市計画「用途地域及び地区計画」の見直しを行う。

まちづくりの推進に当たっては、ハードとなる建設や施設など物理的に存在するものと、ソフトであるその運用は密接不可分なので、今後

、施策の統合を進める予定である。

戸田市 施策評価シート

作成日 令和元年 5月24日 作成者名 金子　泰久 評価者名 小森　敏

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞

基本目標 中心となる課

分　　野
関係課

施　　策

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み①

取り組み②

取り組み③

取り組み④

取り組み⑤

その他の取り組み

その他の取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２

その他施策の取組事項に
係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

○結果と今後の方向性　（シート作成次長記入）
進捗状況

（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（人員/予算）
（↑増加、→維持、↓削減） 説　明

（人員/予算）

（評価者コメント）

05 快適で過ごしやすいまち 都市整備部・都市計画課

01 土地利用

48 土地利用の秩序づくり

良好な市街地環境が形成され、市民が快適に生活できるよう、秩序ある土地利用の実現を目指します。

都市計画推進事業

住みやすいまちの実現 地区計画を策定した地区数
地区 6 － 4 4 5

土地利用等の見直し 地域地区等を見直した地区数
地区 2 － 0 0 0

(立地適正化計画に基づく取組 )

　市内３駅を中心とした拠点づくりを推進する必要がある。 　第２次戸田市都市マスタープラン（改定版）や立地適正化計

　また、地域地区の見直し等について、市街地環境等の変化に 画を基に、市内３駅を中心とした拠点づくりを推進する。

応じた柔軟な対応が必要となる。 　また、市街地環境等の変化に応じた柔軟なまちづくりについ

ては、地区計画制度等を参考に、地域の特性に応じた取組みを

進めていく。

　第２次戸田市都市マスタープラン（改定版）や立地適正化計画において、改めてゾーン・

拠点・軸を設定しており、今後は、市内３駅を中心とした拠点形成が進むと見込んでいる。

Ｂ
　今後、５年に１度実施する都市計画基本図等の作成や、町名地番整理の検討を行う予定で

あ



久 評価者名 小森　敏

５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）
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02 都市計画事務費　（都市計画課）

都市計画事務費

義
務

2,863
0

2,967

１ － － － － １ 予01 01 08 04 01 02 01 7,853

都市計画審議会の運営、質の 7,772 0

高い都市計画情報の提供等を 12,759

04 都市計画推進事業　（都市計画課）

都市計画推進事業

義
務

6,663 令和3年度から施策4
0

33,619 7の事務事業「都市

４ ○ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ ４ ○ 義01 01 08 04 01 04 01 19,410 マスタープラン推進

社会経済状況、本市を取り巻 19,409 事業」を統合 0

く環境の変化、市民のニーズ 10,166
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年 5月24日 作成者名 金子　泰


